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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年12月期第２四半期の連結業績（平成30年１月１日～平成30年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年12月期第２四半期 4,768 △15.7 65 △85.8 79 △83.3 40 △86.8 

29年12月期第２四半期 5,659 12.1 460 922.9 473 686.9 308 － 
 
（注）包括利益 30年12月期第２四半期 25 百万円 （△92.4％）   29年12月期第２四半期 330 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年12月期第２四半期 1.56 － 

29年12月期第２四半期 11.83 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年12月期第２四半期 6,327 4,719 74.6 181.25 

29年12月期 6,489 4,772 73.5 183.28 
 
（参考）自己資本 30年12月期第２四半期 4,719 百万円   29年12月期 4,772 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年12月期 － 0.00 － 3.00 3.00 

30年12月期 － 0.00       

30年12月期（予想）     － 3.00 3.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．平成30年12月期の連結業績予想（平成30年１月１日～平成30年12月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 9,220 △7.7 121 △73.0 136 △70.6 89 △67.3 3.42 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

平成30年12月期の連結業績予想につきましては、公表を延期しておりましたが、算定可能な状態になりましたので、公表
いたします。 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年12月期２Ｑ 26,051,832 株 29年12月期 26,051,832 株 

②  期末自己株式数 30年12月期２Ｑ 15,784 株 29年12月期 15,784 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年12月期２Ｑ 26,036,048 株 29年12月期２Ｑ 26,036,048 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境等が改善し、景気は穏やかな回復基調が続

いております。しかしながら、個人消費の伸び悩み、中東や北朝鮮などの地政学リスク、米国の保護主義的な通

商政策による世界経済の減速が不安視されることなど、景気の先行きは不透明の状況となってまいりました。 

情報サービス産業におきましては、政府が唱える第４次産業革命が進んでおり、企業のITインフラ更新やクラ

ウドコンピューティングの普及、IoT、AI等のIT技術の積極的な利活用による需要の増加が期待されるなか、企

業収益の改善を背景にした情報化投資は今後も堅調に推移するものと期待され、厳しい競争が続いております。

一方、高度な技術を持つIT技術者不足は、業界全体の課題となっております。

このような情勢の中、当社グループは「公共事業」、「エンタープライズ事業」、「セキュリティ事業」と、

それぞれの領域で安定成長だけでなく、株式会社ネットカムシステムズも合わせ、それぞれの強みを生かした、

トータル・ソリューションサービスの創出を図り、事業活動を推進しております。

公共事業におきましては、公会計系ビジネス、総務省ガイドラインに対応する「情報セキュリティ基盤強靭化

ソリューション」、老朽化する公共施設を見える化する「施設マネジメントソリューション」を中心に、コンサ

ルティングから構築まで、自治体が直面している様々な課題に対して、幅広く事業を展開してまいりました。

エンタープライズ事業におきましては、現行事業の盤石化を目指し、金融系/産業系/社会基盤系でのベースビ

ジネスの安定化と拡大を図るとともに、AI、IoT、BI、画像処理製品、セキュリティ製品など、先端技術を活用

したインテグレーテッド・ソリューションを確立してまいりました。

セキュリティ事業におきましては、これまでご愛顧いただいていた自社パッケージに加え、お客様の情報シス

テムをサイバー攻撃や情報漏洩から守るべく、強靭性を向上させるソリューションの展開を促進させるととも

に、仮想化、クラウド化の観点からセキュリティ基盤の構築に対応できる体制を確立し、積極的に事業を展開し

てまいりました。

株式会社ネットカムシステムズにおきましては、高い画像処理技術を核としてメディカル分野、ネットワーク

カメラ分野において事業展開をしてまいりました。好調な引き合いに対応すべく増員による体制強化を実施いた

しました。 

しかしながら、前第２四半期連結累計期間において収益増加に大きく寄与した「自治体情報システム強靭性向

上システム」の販売が総務省の交付金適用期限の終了に伴い収束した影響で前年同四半期連結累計期間に比べ減

収となっております。また、当第２四半期連結累計期間において、働き方改革・生産性向上・勤務環境改善のた

めのオフィス集約・拡充や、内部統制の更なる整備に積極的な投資を行ったために費用が増加しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は4,768百万円（前年同四半期比

15.7％減）、営業利益は65百万円（前年同四半期比85.8％減）、経常利益は79百万円（前年同四半期比83.3％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は40百万円（前年同四半期比86.8％減）となりました。 

なお、当社グループは、「情報サービス」の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりま

せん。 

サービス品目別の売上高は次のとおりであります。 

①アプリケーションソフトウェア開発 

アプリケーションソフトウェア開発は、主に官公庁、金融、通信、公益、製造及び流通などの業務ソフトウェ

ア開発が中心であります。当第２四半期連結累計期間におきましては、売上高は3,047百万円（前年同四半期比

3.9％減）となりました。 

②パッケージソフトウェア開発 

パッケージソフトウェア開発は、主に自治体を中心とする行政経営支援サービス（FAST）及びＰＣセキュリテ

ィ/アクセス管理ソリューション（ARCACLAVISシリーズ）が中心であります。当第２四半期連結累計期間におき

ましては、売上高は901百万円（前年同四半期比32.3％減）となりました。 

③コンピュータ機器等販売 

コンピュータ機器等販売は、主に自治体及び一般企業を取引先として、コンピュータ機器とその周辺機器やネ

ットワーク製品を中心とした販売が中心であります。当第２四半期連結累計期間におきましては、売上高は819

百万円（前年同四半期比29.1％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産の部）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は6,327百万円となり、前連結会計年度末と比べ161百万円の減少

となりました。流動資産は、現金及び預金、商品及び製品が減少したこと等により250百万円減少し4,627百万円

となりました。固定資産は、有形固定資産が増加したこと等により88百万円増加し1,699百万円となりました。
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（負債及び純資産の部）

負債は、買掛金、未払法人税等が減少した一方で、前受金が増加したこと等により前連結会計年度末に比べ

108百万円減少し1,608百万円となりました。

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益が発生した一方で、その他有価証券評価差額金が減少し、配当

金を支出したことにより前連結会計年度末に比べ52百万円減少し4,719百万円となり、自己資本比率は74.6％と

なりました。

 

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は2,993百万円となり、前連結会計年度末の

3,179百万円より186百万円の減少となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状

況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果獲得した資金は33百万円（前第２四半期連結累計期間は

1,491百万円の収入）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益76百万円、無形固定資産償却費76

百万円等の収入があった一方で、たな卸資産の増加額51百万円、法人税等100百万円の支払額等の支出があった

ことによるものであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は142百万円（前第２四半期連結累計期間は

23百万円の使用）となりました。これは主に、敷金及び保証金の回収による収入１百万円があった一方で、有形

固定資産の取得による支出122百万円、敷金及び保証金の差入による支出10百万円等があったことによるもので

あります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は78百万円（前第２四半期連結累計期間は65

百万円の使用）となりました。これは、配当金の支払額78百万円があったことによるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループの平成30年12月期の業績予想に関しましては、連結業績予想のための体制及びプロセスの整備等

に取り組んでおりましたが、算定可能な状態になりましたので、公表いたします。 

なお、詳細につきましては本日リリース予定の「業績予想の公表に関するお知らせ」をご覧ください。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(平成29年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,179,963 2,993,105 

受取手形及び売掛金 1,268,421 1,262,184 

商品及び製品 72,277 40,301 

仕掛品 49,821 18,008 

その他 310,984 317,832 

貸倒引当金 △3,217 △3,474 

流動資産合計 4,878,252 4,627,957 

固定資産    

有形固定資産 89,474 187,873 

無形固定資産    

のれん 664,399 620,106 

その他 344,231 386,116 

無形固定資産合計 1,008,631 1,006,223 

投資その他の資産 512,697 505,323 

固定資産合計 1,610,804 1,699,419 

資産合計 6,489,056 6,327,377 

負債の部    

流動負債    

買掛金 350,778 343,471 

短期借入金 150,000 150,000 

未払法人税等 134,041 60,526 

賞与引当金 58,826 60,951 

受注損失引当金 1,063 50 

前受金 430,386 453,293 

その他 529,495 481,356 

流動負債合計 1,654,591 1,549,651 

固定負債    

資産除去債務 58,243 54,671 

その他 4,217 4,003 

固定負債合計 62,461 58,674 

負債合計 1,717,052 1,608,325 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,302,591 1,302,591 

資本剰余金 1,883,737 1,883,737 

利益剰余金 1,528,728 1,491,166 

自己株式 △4,283 △4,283 

株主資本合計 4,710,774 4,673,212 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 61,229 45,839 

その他の包括利益累計額合計 61,229 45,839 

純資産合計 4,772,004 4,719,051 

負債純資産合計 6,489,056 6,327,377 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年６月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年６月30日) 

売上高 5,659,706 4,768,517 

売上原価 4,046,155 3,370,341 

売上総利益 1,613,551 1,398,175 

販売費及び一般管理費 1,152,594 1,332,824 

営業利益 460,957 65,351 

営業外収益    

受取配当金 7,614 8,388 

助成金収入 3,664 5,000 

その他 3,104 2,129 

営業外収益合計 14,383 15,518 

営業外費用    

支払利息 1,097 1,097 

原状回復費 559 377 

その他 0 328 

営業外費用合計 1,656 1,803 

経常利益 473,684 79,067 

特別損失    

固定資産除却損 29 1,689 

減損損失 － 463 

特別損失合計 29 2,153 

税金等調整前四半期純利益 473,655 76,913 

法人税、住民税及び事業税 170,091 39,891 

法人税等調整額 △4,479 △3,524 

法人税等合計 165,611 36,367 

四半期純利益 308,043 40,546 

親会社株主に帰属する四半期純利益 308,043 40,546 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年６月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年６月30日) 

四半期純利益 308,043 40,546 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 22,522 △15,390 

その他の包括利益合計 22,522 △15,390 

四半期包括利益 330,565 25,155 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 330,565 25,155 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年６月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 473,655 76,913 

減価償却費 8,115 17,765 

無形固定資産償却費 109,226 76,225 

のれん償却額 44,293 44,293 

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,521 2,125 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,978 256 

受注損失引当金の増減額（△は減少） △4,320 △1,012 

受取利息及び受取配当金 △7,621 △8,396 

助成金収入 △3,664 △5,000 

支払利息 1,097 1,097 

固定資産除却損 29 1,689 

減損損失 － 463 

売上債権の増減額（△は増加） 996,533 6,237 

たな卸資産の増減額（△は増加） 21,224 △51,159 

仕入債務の増減額（△は減少） △260,349 △7,306 

前受金の増減額（△は減少） 213,249 22,907 

その他 6,560 △55,142 

小計 1,597,571 121,958 

利息及び配当金の受取額 7,621 8,396 

利息の支払額 △1,097 △1,097 

助成金の受取額 － 5,000 

法人税等の支払額 △112,129 △100,791 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,491,966 33,466 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △15,214 △122,283 

無形固定資産の取得による支出 △2,121 △3,161 

敷金及び保証金の差入による支出 △12,259 △10,600 

敷金及び保証金の回収による収入 6,473 1,795 

資産除去債務の履行による支出 － △8,000 

投資活動によるキャッシュ・フロー △23,121 △142,249 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

配当金の支払額 △65,015 △78,075 

財務活動によるキャッシュ・フロー △65,015 △78,075 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,403,829 △186,858 

現金及び現金同等物の期首残高 2,124,616 3,179,963 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,528,446 2,993,105 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

- 8 -

ジャパンシステム(株)　(9758)
平成30年12月期　第２四半期決算短信


